
１ 研究主題とめざす児童像 

 

   【研究主題】 

「一人ひとりが自分の考えをもち，主体的に学び合う児童の育成」 

～算数科の授業を通して～ 

 

【めざす児童像】 

  低学年…進んで課題解決に向かい，自分の考えを伝えることができる子 

 

   中学年…進んで課題解決に取り組み，自分の考えを伝え合う中で，よりよい考えに気付く子 

 

高学年…問題解決の仕方を工夫し，自分の考えを伝え合う中で，考えをより深めていく子 

 

 

 

２ 研究主題設定の背景 

 

本校では，昨年度より算数科の授業研究に取り組み，児童が主体的に学ぶためには，また，児

童が相互に考えを伝え合いながら学び合うためには，どのような支援や授業展開の工夫が必要

なのかを追究するとともに基礎学力の充実を図ってきた。前年度において，「主体的・対話的で

深い学び」について児童の具体的な姿がイメージでき，そのために必要な支援や授業展開のあり

方もつかみかけている。 

本年度は，さらに研究を深め，１単位時間だけでなく単元全体を通して，学習の見通しを立て

たり振り返ったりする場面や，対話によって考えを広げたり深めたりする場面の設定は適切だ

ったのか，学びの深まりをつくりだすための児童が考える場面と教師の考える場面の組み立て

は適切であったのかなどについても研究を進めたいと考えている。 

  



３ 研究組織 

 

 学年部 

      【研究組織図①】               授業研究部    ・特別支援部会 

                                      ・低学年部会 

    校長－教頭－ 基礎学力部   ・中学年部会 

                                                                          ・高学年部会 

 環境実態調査部 

 

                    全体会  

 

【研究組織図②】 【研究推進委員会】 

研究の方向性を定める。 

 

      

      

【基礎学力部】 

学習習慣 規律 

朝の学習 話形 

ノートの書き方 

学力向上に関する企画・

立案実施 

 

 

 

【授業研究部】 

研究計画 

全体研の企画・運営 

 

 

 【環境実態調査部】 

実態アンケート 

環境整備 

掲示物  など 

 

４ 実施計画 

 

月・日 研  究  内  容 

４月 研究主題やめざす児童像を設定する 研究計画を立てる 

８月 
第１回校内研修会  

岡山大学大学院 岡崎正和先生の講義と指導案検討 

９月上旬 
第２回校内研修会 中学年部（第３学年）の授業公開と研究協議 

単元名「あまりのあるわり算」 

９月下旬 
第３回校内研修会 

つくし学級の授業公開 

１０月 
第４回校内研修会 高学年部（第６学年）の授業公開と研究協議 

単元名「円の面積」 

１１月 
第５回校内研修会 低学年部（第１学年）の授業公開と研究協議 

単元名「ひきざん」 

１～２月 研究のまとめ 今年度の反省と来年度の研究に向けて 

研究推進委員会 


